
公平委員会における苦情相談の流れ

【根拠法令】地方公務員法第８条第２項第３号、那須塩原市職員の苦情の処理に関する規則

苦情相談の受付
（面談、電話、書面、メール）

【対象】一般職の職員（会計年度任用職員を含む。）
※ 企業職員及び現業職員を除く。

苦情相談（面談形式）

事情聴取のみで相談者が納得

＜相談終了＞

職員相談員
（書記の中
から任命）
からの制度
説明及び助
言等

当局へ伝達
（管理運営
事項等）

＜相談終了＞

＜相談終了＞

公平委員会の指導・監督の下、関係者等
（総務課、所属課等）からの事情聴取、
照会その他の調査

※相談内容に応じ、次の手続に進む。

相談者の同意 相談者の不同意

あっせん
（当事者間
の話合いを
含む。）

関係者に適
切な配慮を
要請

当局に改善
すべき点が
ある場合

相談者に誤
解等がある
場合

＜相談終了＞

当局に改善
を要請

相談者へ連絡

＜相談終了＞

＜相談終了＞

話合いの勧奨


